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【背景】我々はプラズモニックメタマテリアル吸収体により、波長/偏光識別機能といった新たな

機能を備えた高機能非冷却赤外線センサの開発を行っている[1-3]。マッシュルーム型プラズモニッ

クメタマテリアル吸収体(MPMA) [4-6]は、MIM(Metal-Insulator-Metal)型のように絶縁体を用い

ないため、単一波長性に優れており、高速応答・広帯域動作が可能である。今回、MPMAに非対

称性を導入することで、偏光を識別することが可能であることを明らかにする。 

【吸収体構造】Fig. 1(a)に非対称性を導入したMPMAの単位周期構造の断面図を、(b)に上面図を

示す。材質はAlからなり、長方形状のマイクロパッチが支柱を介して下部の金属板に接続されて

いる。周期(p)は6 m、長方形の短辺(d1)が2.5 m、長辺(d2)が4.5 mである。 

【吸収特性の偏光依存性】Fig. 2に吸収率の偏光依存性について解析結果を示す。波長は、長辺の

長さd2で規格化している。長辺に平行な方向のみに吸収が生じており、MPMAに非対称性を導入

することで偏光検知が可能であることが示している。 
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Fig. 1(a) Cross sectional and (b) top view of MPMA  Fig. 2 Polarization dependence of absorbance 
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